
anH. 

F
h
1
u
 

内
d
J
M

守，
I

nxu
山
川
川
川
川
川

合
川
川
川
川

内
ロ
ロ
川
川
日
日
川
川
川
川

b
n
H
M
川
山
山
山
川
川
山
川
H
H

童
日
山
川
山
川

悶
凶
川
川
川
川
叩

-
H
-
M
M
M
M
M
 

+
m
M
M
 

R
U
 

ロ】

1595004 



/ 

電話代 81-7354

電話 81-4744 
電話 91-7322 
電話 84-0467 
電話 83-2561 
電話 9 1一 77 7 2 
電話呼 91-7001

電話呼8?両iill

次に記した日までに返して下さい。

お問合せ・ご連絡は
中央図 書 館 a

ひまわり号 f

多摩 平 児 童図書館

高幡図 書 館
日野図 書 館
社会教育センター図書館

平山図 書 館

百草台児童図書館

市政図書室(市役所内)

~. 1 7 

5.26 

9.27 

'86. 11. 29 

bB. 

'89. 

'86. 

庁内印刷上4<5 内図M-31-8(80X120) 

U

い
応
)
地
帯
二
片
ぺ
M

竺
事
情
叫
坤
「

「
仲
斗
。

μ
δ
謙一

H
B〉
わ
峨
「
汁
ア

端
、u
汁
d

「
N
h

F

，ぺf

寸
似
て
。

じい

δ
輔
副
司
O
Mザ
、
u

汁
叶
一
?

州
叫
白
鳥
〉
判
明
「
附
u
q
d

図
嚇
時
間

y

悩
「
パ
寸
M
V
r
d

o

*" ヨ
図
Z
・2
・U
(
印
。

×

白
{
)
)
印
】

】

印

D
'o
c
-

-・圃



y
f
J
t
y
L
・

日野市緑化推進基本計画

司'‘. 

-
F 

・'"」

.‘・F ・h
' 
マ-

J・・・ ‘ -

-+岡山
' 

司“
" 

・~ . . 
・4

h、

「. 

日 野市



前 文一一一ー-基本計画作成の意義

近年、わが国の庄莱経済は、かつてない急激な発展を?とげた。

だが、 その余 りに も急デンポな経済成長は 、人口 の都市集中たい

ちじる しく促進 し、 大 )5~棋な宅地保j発 、 公害の党生など t;てよる自

然俊民、生 jlS 球場の感イヒをもたらし、広いfr~ 屈 におよぶ者15 市問迦

な生み 出している。

わが日野市においても、同 様の情努のなかで、人口が急増 し、

宅地開発 ・市傾化の無秩序丸進行によって、スプローノレ現象が広

が り、 かつての 田悶風長や丘陵地帯の紙が、年を必うごと に朱わ

Jfしつつある。こ れ K歩調たあわせるかのよ うに、 自然界のノト動物

もしだL、K袋を消し 、 こん Kちでは、 市民の自然に侵すみ機会は、

い ちだんとぜばめられている。

こう した状況のもとで、自 然環境をまも り、 さらに豊かなもの

にす ることがちすべての市民の蹴いと な り、すすんで、緑地 方f碓似

しみ /悩樹や椴裁によって裕之化を推進す ることは .市政の直接/瓦採

j認とたっ ている 。

事長が、人間の生活 には jこす役割jは、はカミりしれなL、 ほどに ~^- き

L 、それは人々の心に「うるおし"Jや [やすらさ」をあたえるば

かりでなく 、自 然環境をコン トロ ーノレし 、大気を浄化し て酸素を

153500 4土



供給するなど、人間の生活 と健康に、かけがえのない結びつ きを

もっている。また意識的 ・計画的な緑化事業のなかで設けられる

公嗣や広場は、市民の 心と体のレクリェ ーシ ョンの場 となり 、災

害時には避雑場所としての役割をも呆す重要な生活空i誌である ο

当市では、開発や者j5市イヒのなかで、可能なかぎり自然を交えし 、

河誌をまもるため、指導基与を設け一定の成果:をあげてきた。げん

ざし、では、ねの保設 と械化の推進は、市政の中 心誠越のひとつと ) 

され、 市民の共感常よぶところ となってい る。

しか し、 まちづくりの碁本謀泊として この事業に立ち向かう に

は、長財にわた る全 市あげての たゆみなき努力 と、有効な施策の

展開がなければならない。市民と市行政とが一体となった 「市是」

とも い うべき 官紀vc:わたる通勤が必設となるだろう 。、 ~ 'i'LJ 17 

市はすでに』 この返事tJの笑現をめざして、市みずからの基本法

として「総化推進条例J(昭和 5 0年 l' 2月制定 )を定め、市民

参加 に よる緑化計画の作成を市自身に義務づげた。市はこ の条例

に基づき 、 5名の専門家に緑化推進妥員、を委照、械化計画の立案

をお);7良L、したのである。

ここに発表する「緑化縦巡i張本計画」は、総化推進委員のたび

かさなる討議をもとに、市の公害対策謀と公園緑地縁がまとめだ

ものである占 この基本計画は、 日野市における緑化推進事業の骨



格そ明らかにした基本設計図である。したがって、これを具体化

する Kあたっては、市民の参加と動力 のもとに 、こ のさま本計出よ

りさらにレベルを引上げることにつとめ、所期の目的を遥成する

よう努力しなければならない。

/ 
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第 1 章 J 緑をまもる

第 1節 自然の総をまも る

1 .緑地保全地域の掲定

東京都は昭和 4 7年 花、 自然の{波壌をく い とめ、 同時代積磁的

(!iこ自然な回復させることを目的として、 1.東京 』ておける 自然の{呆¥

設と 回復{/て闘する条例jを制定した。 この条例jでは、 Jまも Jむべき

自然地域と して、 「緑地(た全地域」と「歴史球境保全地域_jを次

のよ うに定めてい るつ

(1 )緑地保全 地域

市街地と その周辺地κある樹林地 ・水辺地などの 自然のあ

る地域 で、その 自然を保;設する ことが必姿なこと地"ノぼ域

¥2) 歴史環境保全地域

史的選皮と一体とな った自 然があ る均年jcで、 モのj世史的

遺産とあわぜて、その自然を保設することが必裂 は-t二地の |三

;域)

当市では、 このぷ条例 に もとづい て、附利-49年、 ti'j)VC対

して 12ヵ所の保全地域指定を LP請した。 このうち、豊 田北

側段丘計三60，0 7 9 が が、 昭和 5 0年に紙地保全地域 に指定

された。



また、市域 の 1 3 (fo をし め る河川 敷は 、 良好な球 i~'~ を保持

してい るが、 とく に多摩川 については、河川敷内の相生 ・野

鳥 ・小動物などと 、河 川の 自然素組合一体として保設する た

め、 部とともに 、 自然保域 保全地域 Uて;指定す「る努力をおこな

って L、るh

2 .差是 地 の 保全

げんざい、市街イヒ区域の農地は約:)? 9 ，::Lct ほ どtてな ってし まっ

たが、 なお宅地への転用などに よる減少がい 、bじるしい。 しか し、

市出化区以の長地は 、 生刊誌地と し て 市氏生活に絞め 2~ 聞 を従供

す るとと もに、生鮮野菜などの生民地とし て、その呆す役割は大

きし、。

そこで市は、 「日野市生産緑地保全裂がiU_I (にもとづ き、 殺地の

宅地 並課税滅額の対象vてなら な¥.'¥残土也氏 つい ても 、一定の要件を

みたせば、 と くに生法松 地にお定し、生注紙地保全奨励制度に よ

って、 その保全につとめ る円

3 蟹保存樹、保存樹林の矯定

げ八ン ざい市内 ;/こ は、 [みど 1)のイ俳句読 ・脊泌氏 l認する安州_I VL定

める基準にょう て、 255 2ド(公有地 どほく)の樹木が指定 され

てし、る。ま たi42え例 代も とづし¥て、 その銃千えが 1，0 0 G 7(L~ j;)上の

樹林地約 41. 9 ねが、保存樹林として指定をうげてい る。さ らに

-2-



これらの指定を広げるため、 樹木、;樹林の調査をすすめていく tコ

保存樹、保存樹林には標識をつけh てー阪に表示し、 保訟の必要

性を市民代理解 してもら うと同時に、所有者 (告;ぽ者)~て助成や

技術指導をおこなう。

議 :;2~'目 調発心抑制と調整

4 

.開発の規制

自然ヰtJ克:やまも り、 そのl女変や似擦をiiえ小似 K くいとぶ1-)、 日発会

の回後をすすめるために、 !羽発を規制する ヲ

ヂんざい 「日針市(泊先行為指学きま準」 に もとづいて 、 1， 0 0 LJ 

以上の問先行為 lfて関 しては、 区域のう%以上の公!引 の f 2 

可るjふJ、J二C)緑地の設嵐長?定めてい るが、 Pi1〉とレ、;域内の作(とL，ド;っし、て

(主、 で空ろ!浪り現状f!長不-]:な指議してし、く の

ぷ 加省s-rfj' ~t [麹;去のi主i羽

部 市計画法は、 r1T {:I二jイヒを抑制jすべ き地域として市似イヒ説経I>{以

を定めてし、るが、 日 ~llf 市お;ピでは 、 河 Jil!放を合 i'J)1 89b 約 4[3 9 

が市街 イヒ;均三を l2<~域に指定されて L 、 る 。 たくに市域防却の丘陵の

一部に -d~î 街 化調笠区域がああので、 これを現状のままで維持する

ょうつとめる。

- ，3--



第 2 章 線 の 公共施設づ くり

第 1節 僚の公民jをiふ や す

1 .公i孟j L;求地点主也 の維 1米

ITJ内それぞれの地域の特性 K応じた形態 ・規模の街住空 l叩を 生

み 出すための古I~ 市施設の監 'lrf.告とあわせ 、 ほゆたかな市街地 とする

こと 、なめざ して、言tiJ印uヲな 地主闘の右往1*:をl主か入 てL、くっ

とくに多 浮 丘陵地併の、 自然公 !記法によ る者j)立自然公閣 の !:'S~ 域、

首都幽近郊緑地保全法による保全区域は、い まなおゆ たかな自 然

を形成，し、市jえにとって柏好のレクリェーションの場となっ てい

るので、 こjしらのは全十積極的にすすめるつ

2 .公鼠:装備と維持管説

公 UJiは 、 なによりま す 市 民 び八、こいの場であえるが、同 時tに tf!S市

公 等 なやわらげ、 地域社会の コミュニ ケーション'の場 とし て、ゆ

たかな 長j5-r{J-f示境な形成する機能をも っ。また災答耐の戒厳場所 と

して の役割 も小さくなL、。 市は、 公的のも つ これら の機能 十 1[(:ほ

し 、 公 i返! の経:類や 目的 、 地域性などな考慮しうつ 、 適切な公 L~tl の

整備と維持管理をおこたっていし)

市立の公幽は、その機百三・用途から!)己主1 公 is司 、近隣公 凶 、 j虫~iX

公 E主1(緑地を合む。 ) に 大別される。

-4-



児童公 閣の 多く は 、小面積であるので遊成施設 と調和 した形で

中 ・低木の:倫相お よびせんてい の維持管理をおこない、地域緑化

の核とするつ

近隣公鴎は 、 高木~~1--1 心 の植裁がおこ ;伝われてい るが 、 近年公害

や利用者のふみつけI[C_よ っ て衰弱 し た樹木がは立つので ~ 施肥に

よ ゐ樹勢の 回復や iコー プ，ifiE等による樹オミ江川県:訟が‘おこなってい く

ととも に、 J流存 の樹 林;を (米 1字し高木 0二倫ぼよって総の「ドで想え

之 j 公 t{~i してし 、 く 勺

ノ6lL2文公 (訟は、 クスキ:・二i ナラ 林の保込山、これらの林を格jえし

てし、る結1~f亘 の稲誌をお乙 /J "'''-.. 一一昔仏{て自然主!'.i/七で、あるシラカシオ木

の 復元企はかるととも (rC 、 品類 ・ 昆虫などの食 .f!l~1 と防j主 制点 L1iI)j 

物の紫地 とし て荻悦 なすすめ、 /たわれた自然を回復 じていく 1

f事会節 公共施設 の 照 をふ や す

1 .学!校 。保育鹿i等の緑化

市内の 小学校や中学伎 をやkイじ の拠点として 、 iすt;1<ゃ収花など に

よる~~~イじたすすめていくつ

校内の沼地 &jどは 、 各 ;flli樹木を樹Jえして紘の学校づくり を惟進し

ていく 。 また騒音 ・排気ガス ・ばいじんな ど公害の ;著 しい 学校に

-~ 5 ---



ついては 、 とくに常緑樹を密柚し、環境の笠備をはかる。

保育凶 ←会IJ椎 |謝 ・公 民館などの公共施設は、それぞれの特性を

し哨ユし市民vcj~t し む紙化 をすすめる。

第 3節 道路 の 緑 を ふ や す

1 .歩道の緑化

市道のうち広い赤道を有する路 線につい ては、 街路樹を、 また

尚路樹の i首j (rC~ j_ 、 ヤ主力低水を 1i白状 し グ. リ- --./・ベル トを造成しJ 道

路 の 1状化を は カ瓦ミ〉コ

Jネ反街路程、1植栽 と維持蛍当

今後、 造 jおされる 新 鋭 の 逗 j断はもとよ り、 既設の311踏 に:十八、て

も イ11}~ 比 可脅さな路線には 、 その土地花道した1JJ!の樹を総決し、路線

によって樹穫をえら '(J総化ちとすずめるほか、せんてい の維持管理

っ とが〉る 門

ーも一



第 3 章 市民参加による緑 づくり

第オ 節 保護と緑化思想 の高揚

;~ .広報活動および議議i会の開催

市民の ~';>R イヒ につ し\ ての理解と協力ちごうるため 、 広 報仏製j と各種

の議官会十実施す るつ さらに、 保設と緑化の jぷf訟を高め'るため、

心者向けの 刊行物を発刊 してL、く 亡、

第 2~'(j 家 j涯の緑をふキジ7f-

-1 .白木 ο 草花の市民自己布

当干u-'(、Lt、 民営 日悶?プ}~0î ( 7 7 3ヌ'1mつ を設け 、 実生々さ し

ノド による 前不キコ草花などの増泌をはか り 、 育 J~x されたも のは --- -j枝

市民に燃料で配布し、家庭および地域 の緑化 を捻巡していく {ヲ

ま f二 、 lちの木「カシ 」 市 の花 「 キク 」の;!?及 、う~' (，tかる ぺ

-7-



表

「一一緑地保全地域の指定

↓一一一一 余 地 の 保 全

L一一一保存樹 ・保存:樹林の指定

系

ト;似I ，-一一 自然のi誌をまもる

「一一一 -lil--
「一一一l}-fj発の規制

民i L-民党

イ本の
kい?

芳芝施

総 I i--一一公[長j・紋地用地の硲保

の I r一ー -fぷの公樹党ふやす 一一一一一一一一一一一一一i
公 i i L 一一公鼠整備と維持活;瑳
』二

施|一一一一一-L一一一公共犯設の;以をふ Jやす 一一一 一一一学校 ・保育幽等の緑化

設 I i 
づ'1 I r一一一一歩退の綜 化

!日 L一一一道路の仙川一一一一 一 一 !

し一一一一一向 路1:03砥裁と維持管理し二」

V 
Uの)1
!ま i
、ちらト一一m一一-一一一一一一一一

iっl

iくi

L!?」

市 i泳泳
E民芝 ! 

l 参 Jづ:コ斗j1 ! 
|力口 ! 

I II.!T !! 
」一一一一一1":  ト一一守一一一一一トーー -i-場

よ I

L!?ーら し一却l~域川j: をふ子す 一一一一一一一一

「一一 1' !1'~ ~i 0 ~;，.K 1 L Ia， 1J}崎誠一一一一一一一広州援におよび誌習会の開催

一一一一家庭の紋なふ す一一一一一一一一一一一一一一一一一部木。単花の 市1民配布

莱所のjや止をふ-'eナ ー一一一一一一一一[没京における 自然のイ示談と回復 にi認する条例Jで指導
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